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HIGAN会員、ご支援をいただきました皆様へ
新型コロナウィルス感染の渦中であった2020年、HIGANは設立5年を迎えました。


未曾有の危機の中、多大なご支援、ご協力をいただきましたことを、心より感謝申し上げ2020
年度の会報をお届けします。

2020年度は、渡航制限により活動内容の変更を余儀
なくされています。


これを受け、世界、及び日本国内で上級医の少ない
地域で働く若い医師の皆さんに研鑽の機会を提供す
べく、早期胃癌の内視鏡診断のトレーニング法とし
て、八尾建史先生が開発したe-learningを無償で当
NPOのHPからの利用を可能にしました。

https://www.higan-npo.com/e-learning-endoscopy

言語は英語ですが、技術の再確認も含めて会員の皆
様の参加ももちろん大歓迎です。皆様が働いてい
らっしゃる地域の医師会などへのご紹介もお願い致
します。後ほど参加の中から抽選で参加賞として参
加者の中から抽選で八尾先生の”胃拡大内視鏡”を
署名入りの教本をお届けする予定です。


新規に内視鏡手技ESDのトレーニング動画(東京女子
医科大大学野中康一先生、日本医科大学の後藤修先
生）も下記ホームページより配信しています。

https://www.higan-npo.com/education-1　

日本国内での活動 

胃癌、ピロリ菌関連教育ビデオはどなたでもホーム
ページより閲覧可能です。また当NPO法人の本年
度の決算は総会にて発表し、ホームページにも掲載
予定です。


活動に対する皆様のご意見ご要望をお聞かせ下さ
い。（メール、住所は上記参照）


今後会の活動を国内にも広めるために患者様むけの
胃癌、ピロリ菌に関するポスターやパンフレットも
国内向けに作成したいと計画しています。完成の際
には、皆様のクリニック、病院でも配布していただ
きますようお願い申し上げます。


文責；岸野、鴨川

■2020年度活動報告■

現在e-learning の登録者は2021年2月の時点で世
界58カ国、1335名となっています！
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■2020年度活動報告２■

ブータン王国での活動 

☆ダワカ村でのH. pylori除菌治療と内視鏡検診


　2020年初頭から瞬く間に全世界に広がった新型コ
ロナウィルス感染は、ブータン王国、そして我々の活
動に対しても嫌が追うにも影響を与えました。2019
年12月に約1200人のダワカ住民の血清抗体検査、ペ
プシノーゲン測定を行った結果、内視鏡検診、除菌を
2020年春に行う予定でした。しかしコロナ禍による
ロックダウンの影響をうけ、活動は遅延。


　2020年10月に胃癌リスクABC分類における胃癌高
リスク群である、C、D群約200人に対しJDWNR病院
にて内視鏡検診を行いました。この検診を行ってくだ
さったのは日本人でJDWNR病院の内視鏡室で働く阪
口昭先生です（図1）。検診により3名の無症状の早
期胃癌患者と、20数名の消化性潰瘍患者が発見され
ました。

　

　同年11月よりダワカ地区の18歳以上の感染者約
700名に対し、除菌薬を配布 (図2)。除菌薬は日本の
製薬企業からの寄付を頂きました。なお現地保健ス
タッフに毎日電話で服薬の確認をしていただきまし
た。


　12月末、ブータンでは再度のコロナロックダウン
となったため、2021年2月末に除菌確認の呼気テスト
が行われました。（図3）現在その集計を行なってい
ます。


☆内視鏡トレーニング「TTT」


2019年は、八尾建史先生が現地に赴き、ティンプー
市にあるJDWNR病院にて、現職の内視鏡に携わる8
名のブータン人医師に対して直接指導を行いました。
2020年も同様に現地でのトレーニングを予定してい
ましたが、新型コロナウィルス蔓延により日本の大学
からの海外渡航禁止の通達と現地ロックダウンによ
り、渡航が叶わず開催できませんでした。今後は
ZOOMによる開催も予定しています。

（図１）JDRNR病院で内視鏡検査室で検査中の阪口先生

活動の資金は現在のところ寄付金と各種団体からのグラント（助成金）によって支えられていま
す。 2020 年は、ブータンの活動に公益財団法人テルモ生命科学振興団体より、日本の僻地医療
に公益社団法人日本サードセクター経営者協会(JACEVO)からの助成金、合計205万円を頂きまし
た。さらにJICA との草の根協力支援事業として、ブータンダワカ地区のプロジェクトを行ってい
ます。これらの収益は合わせてブータン、日本での活動（検査、教育）に使わせて頂いています。
又、個人の皆様からは16名の方より合計32万円の寄付を頂いております。あたたかいご支援、心
よりお礼申し上げます。なお、認定NPOを獲得するためには年間100名の寄付が必要事項となっ
ており、今後も継続的なご支援よろしくお願い致します。振込先; ゆうちょ銀行,口座名義トクヒ）イ

ガンヲボクメツスルカイ店名〇一八（ゼロイチハチ）店番018 普通預金　口座番号　8031152

■2020年度グラント獲得状況■

（図2）ダワカ地区で除菌を説明する看護師と住民

（図3）ダワカ地区で除菌判定の呼気テストを受ける住民


